
プレス公表（運転保守状況）

①

発生日 2022年3月23日

号機 5 件名 取水口エリアにおけるクレーンのワイヤー切れについて（区分：Ⅲ）

【事象の発生】
2022年3月18日10時00分頃、屋外の取水口エリアにある設備の点検で使用するクレーンのワイヤーが切断する事象が発生しました。
当該クレーンは、休止中であり、使用再開のために点検を行っていたところ発生したものであり、労働安全衛生規則による事故
報告書が必要であるかの確認を労働基準監督署に行うこととしました。
3月23日、労働基準監督署に現場の状況をご確認いただいたところ、労働安全衛生規則に基づく事故報告書が必要と判断されました。
なお、今回の事象によるけが人の発生はありません。

【対応状況】
速やかに事故報告書を提出するとともに切断した原因調査およびワイヤーの交換を実施し、再発防止対策を講じてまいります。
また、発電所構内にある類似のクレーンのワイヤーについて点検を行ってまいります。

3月24日、労働基準監督署へ事故報告書を提出いたしました。また、「屋外に設置されているクレーンのワイヤーロープにおいては、
腐食の進行を考慮して廃棄基準や使用期間の上限を定めること。また、その基準を請負企業に共有し判定させること。」といった内容
の指導票を受領しました。
本件を受け、発電所構内にある類似のクレーン（3台）のワイヤーの点検を４月７日から開始いたしました。

（2022年4月14日までにお知らせ済み）

本件の原因と対策を策定し、5月23日、是正・改善報告書を労働基準監督署に提出いたしました。
また、類似のクレーン3台については、点検を行い、異常が無いことを確認しています。

【原因】
ワイヤーの潤滑剤の塗布に関するルールが特段定められておらず、潤滑剤の塗布から２年間が
経過していたことを確認いたしました。
その結果、潤滑剤が切れ、錆の発生により、腐食が進行し、ワイヤーが切れたものと推定しております。

【対策】
労働基準監督署の指導票の内容を踏まえ、以下３点のルールを策定し、今後実施していくとともに
構内関係企業へ周知してまいります。
・点検内容：年に一回の年次点検時、潤滑剤切れが確認された場合は、潤滑剤を塗布
・廃棄基準：ワイヤーの腐食状況を確認し、外部腐食、内部腐食を確認した場合は、廃棄
・使用期間：上限を8年に定め、定期的に交換

2022年6月9日
東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所
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＜切れた当該のワイヤー＞

潤滑剤が切れ、
錆が発生

ワイヤーが
切れた箇所

＜他号機のワイヤー＞

潤滑剤が
塗布されて
いる状態



プレス公表（運転保守状況）

②

発生日 2022年5月23日

号機 7 件名 タービン建屋熱交換器エリア（非管理区域）におけるけが人の発生について（区分：Ⅲ）

【事象の発生】
2022年5月13日、7号機タービン建屋熱交換器エリア（非管理区域）にて足場材運搬作業に従事していた協力企業作業員1名が、
5月14日に右大腿部に違和感を覚えました。本人は筋肉痛によるものと判断し、その後も通常通り業務にあたっていましたが、
症状が悪化したことから、5月21日に病院で診察を受けたところ、「右大腿肉離れ」と診断されました。
なお、本人は自力歩行が可能で、身体汚染はありません。

【対応状況】
病院での診察の結果、「右大腿肉離れ」と診断され、負傷部への湿布の貼付処置をしております。
今回の事例を踏まえ、発電所関係者に周知し注意喚起を行うとともに、再発防止に努めてまいります。

（2022年5月23日までにお知らせ済み）

２



【参考】プレス公表 継続対応件名リスト

号機 ー 件名 保安規定対象記録の未保存について（区分:Ⅲ） 発生日 2022年2月15日

号機 6 件名 非常用ディーゼル発電機（A）からの油漏れについて（区分：Ⅲ） 発生日 2022年3月18日

３



















































7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

1号機 第15回 ～   ＜燃料の管理＞
110万kW 停止期間 2007.5.4 ～ (1130日)

（1985.9.18運開）

2号機 第11回 ～
110万kW 停止期間 2005.9.3 ～ (114日)

（1990.9.28運開） 停止期間：H19.2.19～

3号機 第9回 ～
110万kW 停止期間 2006.5.12 ～ (77日)

（1993.8.11運開）

4号機 第9回 ～
110万kW 停止期間 2006.4.9 ～ (250日)

（1994.8.11運開）

5号機 第12回 ～
110万kW 停止期間 2006.11.24 ～ (1463日)

（1990.4.10運開）

6号機 第9回 ～
135.6万kW 停止期間 2010.10.31 ～ (88日)

（1996.11.7運開）

7号機 第9回 ～
135.6万kW 停止期間 2010.4.18 ～ (72日)

（1997.7.2運開）   
※プラント名欄に記載してある出力は「定格電気出力」

② 発電所設備利用率（％） （6月1日現在）

柏崎市
刈羽村
その他

③ 発電所発電電力量（万kWh） 小計

④ ドラム缶発生量（本）　　　　　　　　　　　 （3月末現在）

⑤ 使用済燃料貯蔵体数（体）     （2021年度第4四半期） ⑦ 来客情報（人）

　　 　　　り、仮に冷却が停止したとしても、４日以上は管理上の上限値に達しな

  　　　いものと評価しています。

停止期間：H19.9.19～

停止期間：H20.2.11～

第13回定期検査中

第10回定期検査中

停止期間：H24.1.25～

第10回定期検査中 2006.12.14

（原子炉起動2006.12.11）

2011.2.18

2006.4.9 2007.1.11

2006.7.27

2010.10.31

（原子炉起動2011.1.23）

2010.11.25

2006.11.24

（原子炉起動2010.11.18）

2010.4.18

2005.12.25

停止期間：H23.8.23～

（5月末現在）

（原子炉起動2010.6.26）

73
2022年度累計

運転開始後累計

5　月
2022年度累計

0.0%
0.0%

41.4%

（5月末現在）

県内

2,109

（5月末現在）

3,956
10

589 1,148

年度累計
1,064

5月

732456

① 発電所運転状況

プラント名

第10回定期検査中

現在の
運転（発電）状況

停止期間：H23.8.6～

第16回定期検査中

国外

第12回定期検査中

使用済燃料貯蔵ﾌﾟｰﾙ貯蔵容量

貯蔵庫保管容量

運転開始後累計

5　月

第10回定期検査中

停止期間：H24.3.26～

使用済燃料貯蔵ﾌﾟｰﾙ管理容量 16,915 地元
県内
県外

22,479

柏崎刈羽原子力発電所DATA・BOX（2022年6月）
2022年6月9日

2010.8.4

2006.5.9

補足説明前回定期検査

2010.6.6

過去1年間の運転状況

2007.5.4

（原子炉起動2010.5.31）

2005.9.3

　　　　　 継続中。

　　　○　燃料は、現在、１～７号機の使用済燃料プールで保管し、安定冷却を

　　　○　プール水温は、管理上の上限値（６５℃）を超えないように管理 してお

2011.3.9

20%934
83%

比率※1

2010.7.23

1,059
139

5,297

1,185

100%

東京電力 協力企業

17%

2,181

⑧ 今後の主なスケジュール

－

合計

（原子炉起動2005.12.22）

2006.5.12

57%847

2011.1.26

⑥ 従業員登録データ（人）

2010.6.28

内容予定日

６月２４日、２５日

８月１９日、２０日

６月２３日

７月１４日

126県外

2006.9.15

（原子炉起動2006.7.24）

4,112※2

定例所長会見（予定）

映画観賞会（柏崎市産業文化会館）

定例記者説明会（予定）

映画観賞会（柏崎市産業文化会館）

合計
0
0

646協力企業社数（社）

781

（5月末現在）

87,487,412

3,331

6%216

使用済燃料貯蔵ﾌﾟｰﾙ貯蔵体数 13,734

※1 端数処理のため、割合の合計は100％にならない場合があります。
※2 参考：6月1日の協力企業構内入構者数3611人

貯蔵庫累積貯蔵本数
131当月発生本数

30,059
45,000

2,075
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ
https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/kk-
np/index-j.html 

東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所

広報部

0257-45-3131(代)

停止中

第12回定期検査中
定検停止期間：2007.2.19～

↓第10回定検による停止↓

第12回定検による停止↓

↓第15回定検による停止

第10回定検による停止↓

第10回定検による停止↓

停止中

第10回定期検査中
定検停止期間：2007.9.19～

停止中

第10回定期検査中
定検停止期間：2008.2.11～

停止中

第10回定期検査中
定検停止期間：2012.3.26～

第16回定検による停止↓停止中

第16回定期検査中
定検停止期間：2011.8.6～

停止中

第10回定期検査中
定検停止期間：2011.8.23～

停止中

第13回定期検査中
定検停止期間：2012.1.25～

第13回定検による停止↓

↓第10回定検による停止↓



1

 7号機における調査の結果、6号機同様の溶接不良箇所を確認

 バックシールド工法を実施していなかったA社の全溶接施工箇所（1,220箇所）、発注仕様
通りに溶接施工されていないB社,C社,D社の溶接施工箇所（317箇所）及び自主対策設
備（43箇所）について再施工を行う（合計1,580箇所）

 再施工にあたっては、元請けであるエネシスの再発防止対策の有効性と実効性を、当社に加え
第三者機関である発電設備技術検査協会も直接確認しながら、2022年1月より再施工を開
始する

 当社としても、原子力発電所を安全に運営・管理する観点から、同様の事案が生じないようエネ
シスに対して厳正な措置を講じるとともに、当社としての対策を実行することで再発防止を図る

（2021年12月24日お知らせ済み）

1.これまでの経緯

 「株式会社東京エネシス（以下、エネシス）の一部の下請会社（Ａ社）が施工を担当した柏
崎刈羽原子力発電所 6/7 号機の消火設備の配管が、バックシールド工法を実施せず溶接施
工されている」旨の匿名の申告を受け、調査を実施し申告通りの溶接不良箇所を6号機で確認

 6号機固定式消火設備の工事を発注したKK６安全対策共同事業株式会社（KS6）と7号
機の同工事を発注したエネシスの両元請け会社に対し、調査の継続を指示

（2021年7月30日お知らせ済み）

６/7号機消火配管設備における溶接不良の再施工状況について

１

2022年6月9日
東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所



2

2. 7号機の再施工状況

設備
固定式消火設備 自主対策

設備
合計

A社 B社 C社 D社 E社 F社 計

施工実績（溶接施工箇所） 1,220 615 625 196 237 953 3,846 43 3,889

再施工対象（※） 1,220 148 91 78 0 0 1,537 43 1,580

再施工実績（6/4時点） 1,188 114 78 63 － － 1,443 43 1,486

 7号機の再施工箇所は、固定式消火設備（1,537箇所）及び自主対策設備（43箇所）の
合計1,580箇所であり、6月4日時点で1,486箇所が終了

 再施工にあたっては、エネシスのバックシールドガス系統構成計画書の作成などの再発防止対策の
妥当性を当社が確認しながら、2022年1月より再施工を開始

 また、第三者機関である発電設備技術検査協会も再施工の初期段階において、エネシスにおけ
る施工前のバックシールドガス系統構成計画の検討状況や施工時の酸素濃度管理状況を確認

 再施工の現地溶接作業は6月中に終了する見込みであり、今後、使用前事業者検査に移行

※ A社：申告案件（バックシールド工法未実施）であり全数再施工
B~D社：発注仕様通りに溶接施工されていない箇所
E社：内面調査にて問題なし
F社：工場溶接のため品質確認済
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施工状況 写真 備考

施工前
配管内面の溶接部に酸化
スケールの付着あり

施工後
配管内面の溶接部に酸化
スケールの付着なし

3. 溶接不良箇所の再施工状況

酸化スケール
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4. 6号機の溶接施工状況、調査再開方針及び再施工

施工会社 A社 B社 E社 F社 G社 H社 計

施工実績
（溶接施工箇所） 1,251 794 279 623 233 24 3,204

内面調査対象 対象外
（全数再施工）

全数調査 全数調査 対象外
（工場溶接）

全数調査 全数調査 1,330

 6号機の溶接施工箇所は、7号機で施工していたA,B,E,F社と6号機のみ施工のG,H社、計6社
で3,204箇所

 7号機でバックシールド工法を実施しておらず全数再施工するA社については、6号機も同様に全
数再施工（1,251箇所）

 工場溶接で品質確認ができているF社（623箇所）の溶接施工箇所については、7号機同様、
調査対象から除外

 B,E,G,H社の４社について、準備が整い次第、7号機同様、すべての溶接施工箇所（1,330箇
所）の内面調査を再開

 内面調査の結果については、7号機同様、当社に加え第三者機関である発電設備技術検査協
会による確認も実施

 調査にて溶接不良が確認された場合は、順次、再施工を行う



柏崎刈羽原子力発電所7号機
設計及び工事計画の届出書提出について

（低圧蒸気タービンの取替）

2022年3月10日
東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所

• 2008年に、柏崎刈羽6,7号機において、低圧タービン動翼の損傷を確認。
損傷箇所を確認した結果から、原因は高サイクル疲労※と推定。

【2008年9月19日公表済】

• 当時の対策として、新品への交換や傷の除去、運用面の見直し等を実施。
2009年の運転再開以降、現時点までに異常なし。

• 将来に向けた更なる信頼性向上にむけて、より振動応力に強いタービンの設計
改良を進めてきており、今般、その設計改良が完了したことから、当該タービンの
製造に着手。

※ 材料に約1万～10万回以上繰り返して荷重が加わることにより、亀裂が発生し最終的に破断に至る現象

参考配布



低圧蒸気タービン取替に対する経緯 1

2008年3月 柏崎刈羽6,7号機において、低圧タービン動翼に損傷を確認

2008年9月 損傷の原因と対策を取りまとめ、報告書として公表※

 原因は、高サイクル疲労によるもの

 設備面と運用面で対策を実施し安全性を確保
 設備面：新品への交換、傷の除去、等
 運用面：高サイクル疲労の要因となる事象の経験量に応じて点検

上記以外にも、累積運転時間に応じて抜き取り点検
プラントパラメータのモニタリング、等

⇒2008年以降の運転について異常が無いことを確認済

 更なる信頼性向上策として、以下を計画

 損傷部位の検査技術の信頼性向上【2024年頃実用化予定】

 設計改良を行い、より振動応力に強いタービンへ取替､ 等

今回 更なる信頼性向上策のうち、タービン取替に係る設計改良が
完了したことから、７号機タービン製作に向けて原子力規制庁に
「設計及び工事計画の届出書」を提出予定

※ 当時の原子力安全・保安院へ、2008年9月19日に報告


